
第９学年３組 美術科学習指導案 
 

日   時 令和４年１２月２日（金）５校時 

学 校 名 島根大学教育学部附属義務教育学校 

指 導 者 江角 哲弥 

 

１ 題材名  

すべての人が使いやすい新製品を開発！ 

～ユニバーサルデザインの視点をもとに形と色と質感を工夫しよう～ 

   Ａ表現(1)イ(ｳ) (2)ア(ｱ)(ｲ) Ｂ鑑賞（1）ア(ｲ)イ(ｱ) 〔共通事項〕(1)ア，イ 

 

２ 題材の目標  

（１）・形や色彩が感情にもたらす効果や，材料の性質や質感が人間の感覚や感情に働きかける特性

などを基に，使用するすべての人の立場や目的，日常生活で使用する場面などのユニバーサル

デザインの視点で捉えることを理解することができる。          （知識及び技能） 

・紙粘土の可塑性や絵の具の特性をいかし，「ユニバーサルデザインの７原則」を意識しながら

表現方法を追求して，制作の順序などを総合的に考えながら，見通しをもって創造的に表すこ

とができる。                             （知識及び技能） 

（２）・使う目的や条件などを基に，「ユニバーサルデザインの７原則」や使用するすべての人の立場，

場所，場面，機知やユーモアなどから主題を生み出し，他者への思いやりや優しさ，使いやす

さや機能と美しさなどとの調和を総合的に考えて表現の構想を練ることができる。 

（思考力，判断力，表現力等） 

・使いやすさや機能との調和のとれた洗練された美しさなどを感じ取り，作品の創造的な工夫，

生活や社会を美しく豊かにする美術の働きについて考えるなどして，美意識を高め，見方や感

じ方を深めることができる。               （思考力，判断力，表現力等） 

 （３）・美術の創造活動の喜びを味わい主体的に使用するすべての人の立場や使う目的，場所，日常生

活で使用する場面などを考えて表現したり，作品の創造的な工夫，生活や社会を美しく豊かに

する美術の働きなどについて考えて鑑賞したりする学習活動に取り組むことができる。 

                                  （学びに向かう力，人間性等） 

 

３ 題材の評価規準 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評 

価 

規 

準 

知 形や色彩が感情にもた 

らす効果や，材料の性質や 

質感が人間の感覚や感情に 

働きかける特性などを基

に，使用するすべての人の

立場や目的，日常生活で使

用する場面などのユニバー

サルデザインの視点で捉え

ることを理解している。 

技 紙粘土の可塑性や絵の 

具の特性をいかし，「ユニバ 

ーサルデザインの７原則」 

を意識しながら表現方法を 

追求して，制作の順序など 

を総合的に考えながら，見 

通しをもって創造的に表し 

ている。  

発 使う目的や条件などを

基に，「ユニバーサルデザイ

ンの７原則」や使用するす

べての人の立場，場所，場

面，機知やユーモアなどか

ら主題を生み出し，他者へ

の思いやりや優しさ，使い

やすさや機能と美しさなど

との調和を総合的に考えて

表現の構想を練っている。 

鑑 使いやすさや機能との

調和のとれた洗練された美

しさなどを感じ取り，作品

の創造的な工夫，生活や社

会を美しく豊かにする美術

の働きについて考えるなど

して，美意識を高め，見方や

感じ方を深めている。  

態表 美術の創造活動の喜

びを味わい，主体的に使用

するすべての人の立場や場

所，日常生活で使用する場

面などから主題を生み出

し，使いやすさや機能と美

しさなどとの調和を総合的

に考えて構想を練り，表現

方法を追求して見通しをも

って表す表現の学習活動に

取り組もうとしている。 

態鑑 美術の創造活動の喜

びを味わい，主体的に使い

やすさや機能との洗練され

た美しさなどを感じ取り，

作品の創造的な工夫，生活

や社会を美しく豊かにする

美術の働きなどについて考

えるなどして見方や感じ方

を深める鑑賞の学習活動に

取り組もうとしている。 

 



４ 基盤 

（１）題材観 

本題材では，すべての人が使いやすいユニバーサルデザインの製品を開発することを通して，使用す

る目的や場面などから使いやすさや機能と美しさなどとの調和を考え，ユニバーサルデザインの視点か

ら生活や社会を美しく豊かにする美術の働きについて考えることをねらいとする。 

ユニバーサルデザインとは，年齢や性別，国籍，個人の能力など，人間がもつ様々な特性や違いに関

わらず，すべての人が使いやすいようにデザインされた製品やサービスである。自動ドアや音が流れる

横断歩道，ノンステップバス，シャンプーやリンスのボトル，文房具など，普段何気なく通っている場

所や使用しているものにユニバーサルデザインの視点があり，生活や社会の中で身近に存在しているも

のである。 

生徒たちは普段何気なく使用している製品やサービスに対して，誰のためにこの製品が開発されたの

か，どのようなことを目指してデザインされたものなのかということなどを考える機会が少ない。本題

材では，自分たちが普段生活している中で，改善されるとよいもの，あると便利なものなどを，「すべて

の人が使いやすい」というユニバーサルデザインの視点で製品を開発することで，普段使用しているも

のの見方を違う角度で捉え直したり，使用するすべての人に対する思いやりや優しさの心をもってデザ

インしたりすることの大切さやおもしろさを味わわせたい。また，形や色彩が感情にもたらす効果や材

料の性質や質感が人間の感覚や感情に働きかける特性，多くの人が共通して感じる機能と美しさとの調

和などを総合的に考えて構想する力をつけたり，製品のよさや創造的な工夫，生活や社会を美しく豊か

にする美術の働きについて考えることで，見方や感じ方を深めたりすることが期待できる題材である。 

（２）生徒観 

本学級の生徒は８年生でピクトグラムの制作を通して，より多くの人に情報をわかりやすく伝えるこ

とができる伝達デザインの働きについて考える学習をしており，伝達の効果と美しさとの調和をいかし

て表現する力を身につけている。９年生では，自分の経験や心の中に広がる世界や空想などを基にして

想像画を制作することを通して，デペイズマンによる表現方法や構図，絵の具の特性をいかして自分の

表現方法を追求することができている。また，黒画用紙と色紙を使用した切り絵を制作する題材では，

イメージを単純化や省略，強調したり，構成美の要素を活用したりして構図を工夫し，切り出した形や

色彩の効果を考えながら表現する力を身につけることができている。このような活動を通して，他者に

情報をわかりやすく伝えるために形や色彩を工夫して表現する力や自分の心の中に広がる世界を思い

描き，表現方法や材料の組み合わせなどを考え，用具の特性をいかしながら創造的に表す力が備わって

いる。しかし一方で，生活や社会の中で使用されている製品や公共物に焦点を当て，これらが誰のため

につくられたものなのか，どのようなことを目指してデザインされたものなのかなどユニバーサルデザ

インの視点で，生活や社会を美しく豊かにする美術の働きについて考える学習を十分に行うことができ

ていない。 

生徒に対して事前に行ったアンケートでは，「ユニバーサルデザイン」という言葉を知っているとい

う生徒は 89.7%であったが，そのうち「ユニバーサルデザイン」について説明できるのかについて，「あ

る程度できる」と回答した生徒は 43.5%，「できる」と回答した生徒は 5.6%と，「ユニバーサルデザイン」

という言葉は知っているがそれについて自信をもって説明できる生徒は低水準だということがわかっ

た。また，自分たちが普段の生活の中で使用している製品や日々の生活の中で目にしたり活用したり

しているものが誰のためにつくられたものなのか、どのようなことを目指してデザインされたものな

のかを考えたことが「どちらかといえばない」「ない」と回答した生徒は全体の 29.9%であった。以上

のことから，普段何気なく使用している製品や目にしているものにはユニバーサルデザインの視点が

備わっており，生活や社会と密接な関わりをもっているということに対する意識が向いていない生徒

が少なからずいるということが考えられる。 

そのため，中学校学習指導要領（美術編）に「使う目的や条件などを基に，使用する者の立場，社会

との関わり，機知やユーモアなどから主題を生み出し，使いやすさや機能と美しさなどとの調和を総合

的に考え，表現の構想を練ること。」とあるように，すべての人が使いやすい製品にするために，形や色

彩が感情にもたらす効果や，材料の性質や質感が人間の感覚や感情に働きかける特性，多様な人々が共

有できる機能や使いやすさと美しさとの調和などを考えて表現する力を身につけさせたい。また，ユニ

バーサルデザインの製品を開発することを通して，すべての人が使いやすいものにするために工夫を凝

らすことのおもしろさを味わわせたり，生活や社会を美しく豊かにする美術の働きについて考えたりさ

せて，見方や感じ方を深めさせたい。 

（３）指導観 

本題材では，ユニバーサルデザインの製品と従来品を比較鑑賞することを通して，すべての人が使い

やすくするためにどのような工夫がされているのかを考えさせることによって，普段の生活や社会の中

で使われている製品や公共物に対して興味や関心をもたせる。その後，「ユニバーサルデザインの７原



則」を基に，形や色彩が感情にもたらす効果，材料の質感が人間の感覚や感情に働きかける特性，使い

やすさや機能と美しさとの調和などを考えて表現の構想を練り，ユニバーサルデザインの製品を，粘土

と絵の具を用いて制作をする。「ユニバーサルデザインの７原則」とは，①誰にでも公平に利用できるこ

と ②使う上で自由度が高いこと ③使い方が簡単ですぐわかること ④必要な情報がすぐに理解で

きること ⑤うっかりミスや危険につながらないデザインであること ⑥無理な姿勢をとることなく，

少ない力でも楽に使用できること ⑦アクセスしやすいスペースと大きさを確保すること（出典：国立

研究開発法人 建築研究所）である。そして，題材の最後にはプレゼンテーションソフトを用いて発表し

たり，実際に使用したりするなどの相互鑑賞を行い，お互いが開発した製品の造形的なよさや美しさを

感じ取ったり，創造的な工夫などについて考えたりして，生活や社会を美しく豊かにするユニバーサル

デザインの働きについての見方や感じ方を深めさせたい。 

 本時（第１次）では，ユニバーサルデザインの製品を鑑賞し，すべての人が使いやすくするために形

や色彩，材料などにどのような工夫がされているのかを考える活動をすることで，使用するすべての人

の立場や場所，使用する場面などのユニバーサルデザインの視点をもつことをねらいとする。まず，生

徒が持ってきた製品や公共物の実物もしくは写真を鑑賞し，どのような特長や工夫があるのかを考えさ

せる。その後，教員が用意したユニバーサルデザインの製品と従来品を比較鑑賞し，その製品はどのよ

うな場面で使用するものなのか，どのようなことを目指して開発されたものなのか，それを踏まえた製

品のよさや工夫などは何かを考え，話し合って発表する活動を行う。この活動を通して，すべての人が

使いやすいものにするためには，使う目的や条件などから，多くの人が共通して感じる機能を重視した

り，美しいデザインがされたりしていることや，ユニバーサルデザインの働きや意義について理解させ

たい。 

 第２次では，第１次で学習したユニバーサルデザインの製品のよさや工夫，働きや意義を基に，使用

する場所や場面，目的などから主題を生み出し，使いやすさや機能と美しさとの調和を総合的に考え，

ユニバーサルデザインの製品の内容を考えたりアイデアスケッチをしたりする。ここでは，「ユニバー

サルデザインの７原則」を提示し，人々がどのようなものを望んでいるのか，どのような場面でどのよ

うに使用したいのかなどを具体的に考えさせることを大切にしたい。また，未来創造科で７年生の時に

学習したＳＤＧｓでの視点や，９年生の時に「住みたいまち」について考えたことなども視野に入れな

がら，他者に対する思いやりや優しさなどを考えて発想や構想をさせる。構想の途中で相互鑑賞を行い，

お互いの製品内容やアイデアスケッチをみて，よさや工夫について話し合ったり，改善点をアドバイス

し合ったりさせる。この活動をすることで，自分のアイデアを客観的にみることができ，すべての人に

使いやすい製品にするためのよりよい工夫を加えることにつながる。 

 第３次では，第２次で考えた企画書を基に，意図に応じて自分の表現方法を追求して作品の制作を行

う。ここでは紙粘土と絵の具を用い，その可塑性をいかして持ちやすさを考えたり，優しさを感じるよ

うなデザインにしたりするなど，形や色彩，質感の工夫を考えさせる。また，制作の途中で相互鑑賞を

行い，お互いの作品のよさや創造的な工夫について話し合ったり批評し合ったりさせる。この活動を通

して，表したいことをより一層明確にさせたり，「ユニバーサルデザインの７原則」を再度意識させたり

してさらに表現方法を追求し，よりよい作品づくりとなるようにしたい。 

 第４次では，まず，アイデアスケッチと制作した作品を基に，プレゼンテーションソフトを用いて発

表の資料作成をする。ここでは，具体的な作品の説明を他者に伝えることを想定して，どのような場面

でどのように使用するのか，どのようなことを目指して開発したのかなど，アイデアスケッチの作成時

に考えたことをわかりやすく伝える工夫をする。その後，そのプレゼンテーション資料と作品を基に相

互鑑賞を行う。作品についてよさや工夫を説明したり，実際に使用してみたりする活動をしながら，す

べての人が使いやすいようにするために形や色彩，質感をいかして表現方法を追求したことを振り返ら

せるとともに，生活や社会を美しく豊かにするユニバーサルデザインの働きや意義について学んだこと

を実感させたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 指導と評価計画（全１０時間） 

●学習のねらい・学習活動 知・技 思・判・表 態度 評価方法・留意点等 

１．鑑賞（１時間） 

 

●比較鑑賞を通して，形や色彩が感

情にもたらす効果や，材料の性質

や質感が人間の感覚や感情に働

きかける特性などを基に，使用す

る全ての人の立場や目的，日常生

活で使用する場面などのユニバ

ーサルデザインの視点で捉える

ことを理解する。 

・生徒が持ってきたユニバーサルデ

ザインの製品や公共物を鑑賞し，

気づいたことや感じたことなど

を考え，発表する。 

・ユニバーサルデザインの製品と従

来品を比較鑑賞し，よさや工夫な

どを話し合い，発表する。 

・ユニバーサルデザインの働きや意

義について話し合い，発表する。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鑑 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鑑 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鑑 生徒が，使いやすさや機能との

調和のとれた洗練された美しさな

どを感じ取り，製品のよさや創造的

な工夫，ユニバーサルデザインの働

きや意義などについて考え，見方や

感じ方を深められたかどうかを評

価する。【活動の様子，ワークシー

ト，振り返り】 

 

２．発想や構想（２時間） 

 

●主題を生み出す。 

・「ユニバーサルデザインの７原則」

を参考に，使用する目的，場所，

場面，機知やユーモアなどから主

題を生み出す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

発 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

態表 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鑑 ユニバーサルデザインの製

品のよさや創造的な工夫，その

働きや意義について考えている

のかを見取る。見方や感じ方が

深まらない生徒に対して，形や

色彩が感情にもたらす効果や材

料の性質や質感が人間の感覚や

感情に働きかける特性など〔共

通事項〕の視点を示して作品を

鑑賞させるなどの手立てを講じ

る。【発言の内容，ワークシー

ト】 

発 使う目的や場所，場面など

のイメージや，機知やユーモア

などから主題を生み出せている

かどうかを見取る。主題が生み

出せていない生徒に対して，

「ユニバーサルデザインの７原

則」を再度確認させたり，ユニ

バーサルデザインの製品を実際

に使用させたりして，よさや工

夫などのイメージを深めさせる

手立てを講じる。【ワークシー

ト，アイデアスケッチ】 

態表 主題を生み出そうとする

態度を見取り，主体的に活動で

きていない生徒に対して，鑑賞

の学習での内容について振り返

らせたり，chrome bookでユニ

バーサルデザインの製品を検索

させたりして，すべての人が使

いやすくするためにどのような

工夫がされているのかを情報収

集させる。【ワークシート，ア

イデアスケッチ，活動の様子】 



●構想を練る。 

・創出した主題を基に，形や色彩が

感情にもたらす効果や，材料の性

質や質感が人間の感覚や感情に

働きかける特性，他者への思いや

りや優しさ，使いやすさや機能と

美しさとの調和などを考えて発

想や構想を練る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●よりよいアイデアを考える。 

・製品内容やアイデアスケッチを相

互鑑賞し，アドバイスし合うこと

で，客観的な視点を取り入れてよ

り使いやすい製品となるよう，さ

らに形や色彩，質感などを工夫す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発 生徒が，使用する目的，場所，

場面などのイメージから主題を生

み出し，形や色彩などが感情にもた

らす効果や，材料の性質や質感が人

間の感覚や感情に働きかける特性，

他者への思いやりや優しさ，使いや

すさや機能と美しさとの調和など

を総合的に考え，表現の構想を練っ

ているのかを暫定的に評価し，授業

外で，主題や構想の工夫などを記述

発 主題を基に形や色彩が感情

にもたらす効果や，材料の性質

や質感が人間の感覚や感情に働

きかける特性，他者への思いや

りや優しさ，使いやすさや機能

と美しさとの調和などを総合的

に考えて表現の構想を練ってい

るかどうかを見取る。構想が練

れていない生徒に対して，再度

主題を確認させたり，使う目的

や場所，場面と形や色彩，質感な

どの関連性を考えさせたりす

る。【ワークシート，アイデアス

ケッチ】 

態表 主体的に構想を練ろうと

しているのかを見取り，できて

いない生徒に対して，鑑賞の学

習でのユニバーサルデザインの

製品におけるよさや工夫などに

ついて，形や色彩，材料の性質

や質感などの視点から再度考え

させる。【ワークシート，アイ

デアスケッチ，活動の様子】 

発 お互いのアイデアスケッチ

を基に製品内容やそのよさや工

夫などを伝え合い，より使いや

すい製品にするためにはどうす

ればよいのかを考え直し，形や

色彩を工夫しているのかを見取

る。できていない生徒に対し

て，形や色彩の効果，材料の性

質や質感などの〔共通事項〕

や，使いやすさや機能と美しさ

との調和などについて考えるな

どの視点を示して修正させる手

立てを講じる。【ワークシー

ト，アイデアスケッチ】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

態表 

したワークシート等を完成作品と

併せて再度見取り，必要に応じて修

正する。また，アイデアスケッチの

相互鑑賞を通して，より使いやすく

するためにはどうすればよいのか

を考え直し，形や色彩を工夫してい

るのかを見取り評価する。【ワーク

シート，アイデアスケッチ】 

態表  生徒が主体的に知識を活用

しながら，発想や構想の学習活動に

取り組もうとする態度を評価する。 

【ワークシート，アイデアスケッ

チ，活動の様子】 

３．制作（４時間） 

 

●アイデアスケッチで発想や構想

したことを基に，紙粘土や絵の具

の特性をいかし，意図に応じて表

現方法を工夫して，制作の順序な

どを考えながら見通しをもって

創造的に表す。 

・アイデアスケッチを基に，形や色

彩が感情にもたらす効果や材料

の性質や質感が人間の感覚や感

情に働きかける特性などをいか

しながら紙粘土を使って作品を

制作する。 

・紙粘土や絵の具の特性をいかし

て，創意工夫して制作する。 

・「ユニバーサルデザインの７原則」

を意識し，使う目的や場所，場面

などを考えて制作する。 
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技 形や色彩が感情にもたらす

効果や材料の性質や質感が人間

の感覚や感情に働きかける特

性，使いやすさや機能と美しさ

との調和などを考え，紙粘土の

可塑性や絵の具の特性をいか

し，表現方法を追求して，制作

の順序などを総合的に考えなが

ら表しているかどうかを見取

る。できていない生徒には，再

度製品内容やアイデアスケッチ

を確認させたり，他の生徒の作

品を紹介したりして表現の工夫

について考えさせたりするなど

の指導を行う。【制作途中の作

品】 

発 この段階で構想がまとまっ

ていない生徒に対して，使う目

的や場所，場面などについて，

もう一度考えさせたり，形や色

彩の効果や質感の特性などにつ

いて他の生徒の作品を鑑賞しな

がら考えさせたりするなどの指

導を行う。【制作途中の作品】 



●より使いやすい製品となるよう

に修正する。 

・制作の途中で相互鑑賞を行い，自

分の製品の工夫を説明したり，他

者の作品のよさや美しさを感じ

取ったりしてアドバイスし合い，

より使いやすいデザインを考え

ることで，表したいことをより一

層明確にしながら作品を完成さ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知・技  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

態表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知・技 作品から，意図に応じて表

現方法を工夫しているかなどを見

取るとともに，形や色彩の効果や材

料の性質や質感における特性，使う

目的や場所，場面などの全体のイメ

ージで捉えることを理解している

ことを併せて見取り，知と技を

知・技として一体的に評価する。

【作品，アイデアスケッチ，ワーク

シート】 

態表  生徒が主体的に制作に取り

組み，形や色彩の効果や材料の性質

や質感における特性，使う目的や場

所，場面などの全体のイメージで捉

えることを理解しようとし，見通し

をもって表現方法を工夫して表そ

うとしている態度を評価する。【作

品，活動の様子】 

発 お互いの作品のよさや工夫

について伝え合い，より使いや

すくするためにはどうすればよ

いのか考え直して，形や色彩，

質感などを工夫しているのかを

見取る。できていない生徒に対

して，形や色彩の効果や材料の

性質や質感における特性などの

〔共通事項〕や使いやすさや機

能と美しさとの調和などについ

て考えるなどの視点を示して修

正させる手立てを講じる。【ワ

ークシート】 

 

 

 

 

 

 

 

態表 主体的に表現方法を追求

しようとしたり，見通しをもっ

て表そうとしたりしている態度

を見取る。できていない生徒に

対して，形や色彩による印象の

違いや，材料の質感による持っ

た時の感覚の違いなどに気付か

せながら，表現の工夫について

意欲を高めるような指導を行

う。【制作途中の作品，活動の

様子】 



４．まとめ，鑑賞（２時間） 

 

●生徒作品を相互鑑賞したり，実際

に使用したりしてユニバーサル

デザインについての見方や感じ

方を深める。 

・アイデアスケッチと制作した製品

を基に，chrome bookを使用して

プレゼンテーションの資料を作

成する。 

・プレゼンテーションの資料と製品

を基に相互鑑賞したり，実際に使

用したりして，すべての人に使い

やすくするために形や色彩，質感

などをどのように工夫したのか

発表し合ったり，使いやすさや機

能と美しさなどとの調和を感じ

取ったりするなどして，ユニバー

サルデザインの見方や感じ方を

深める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●生活や社会を豊かにするユニバ

ーサルデザインの働きについて

学んだことを実感し，普段の生活

に目を向ける。 

・ユニバーサルデザインの製品を開

発したことを通して，すべての人

が使いやすくするために，形や色

彩，質感などを工夫して制作する

ことのおもしろさやユニバーサ

ルデザインの働きや意義につい

て学んだことを振り返る。 
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知 形や色彩などの効果や質感

の特性，使う目的や場所，場

面，使いやすさなどのユニバー

サルデザインの視点で捉えるこ

とを理解しているかどうかを見

取る。できていない生徒に対し

て，ユニバーサルデザインの製

品を例に出して示すなどの指導

を行う。【ワークシート，発言

の内容】 

鑑 自分の作品のよさや美しさ

を説明したり，他の生徒の作品

の造形的な工夫について考えた

りしているかどうかを見取る。

できていない生徒に対して，作

品の主題や構想を振り返らせた

り，形や色彩が感情にもたらす

効果や，材料の性質や質感が人

間の感覚や感情に働きかける特

性などの〔共通事項〕の視点で

鑑賞させたりするなどの指導を

行う。【ワークシート，発言の

内容】 

知 形や色彩が感情にもたらす

効果や材料の性質や質感が人間

の感覚や感情に働きかける特

性，使う目的や場所，場面，使

いやすさや機能と美しさとの調

和などと作品がどうつながって

いるのかを理解しながらプレゼ

ンテーション資料を作成してい

るかどうかを見取り，できてい

ない生徒に対して，主題やアイ

デアスケッチを再度確認させる

などの指導を行う。【プレゼン

テーション資料】 
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態鑑 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知  生徒が形や色彩が感情にもた

らす効果や材料の性質や質感が人

間の感覚や感情に働きかける特性，

使う目的や場所，場面，使いやすさ

や機能と美しさとの調和などと作

品がどうつながっているのか理解

してプレゼンテーション資料を作

成したかどうかを評価する。【プレ

ゼンテーション資料】 

鑑  生徒が自分の作品のよさや工

夫を説明したり，他の生徒の作品の

造形的な工夫について考え，文章に

まとめてたりしているかどうかを

評価する。【ワークシート】 

態鑑 生徒が主体的に作品を鑑賞 

し，形や色彩の効果や材料の性質や

質感の特性，使用する目的や場所，

場面，使いやすさや機能と美しさと

の調和などの全体のイメージで捉

えることを理解しようとし，造形的

なよさや美しさを感じ取ろうとし

たり，他の生徒の作品のよさや創造

的な工夫などについて考えようと

したりしているかどうかを評価す

る。【ワークシート，活動の様子】 

＜授業外：題材が終了後＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知・技 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 知・技 完成作品や表現及び鑑賞の

ワークシートなどから知・技の評

価を再確認し，必要に応じて修正す

る。【完成作品，アイデアスケッチ，

ワークシート】 

鑑  作品の造形的なよさや美しさ

を感じ取り，創造的な工夫などにつ

いて考え，見方や感じ方が深められ

態鑑 作品の造形的なよさや美

しさを感じ取ったり，他の生徒

の作品のよさや工夫について主

体的に考えたりしているかどう

かを見取る。できていない生徒

に対して，作品の主題や実際に

使用してみた時に感じたことを

関連づけさせたり，形や色彩の

効果や材料の性質や質感の特

性，他者への思いやりや優し

さ，使いやすさや機能と美しさ

との調和などの視点で考えさせ

たりするなどの指導を行う。

【ワークシート，発言の内容，

活動の様子】 



  

 

 

鑑 

 

 

発 

ているかをワークシートで見取り

評価する。【ワークシート】 

発 発想や構想について，主題や発

想・構想の工夫，アイデアスケッチ

やその修正案などを記述したワー

クシート等を完成作品と併せて再

度見取り，必要に応じて修正する。

【完成作品，アイデアスケッチ，ワ

ークシート】 

 

６ 本時の学習（１／１０時間） 

（１）目標 

   ・ユニバーサルデザインの製品と従来品を比較鑑賞することを通して，使いやすさや機能との調

和のとれた洗練された美しさなどを感じ取り，製品のよさや創造的な工夫，ユニバーサルデザ

インの働きや意義などについて考えるなどして，見方や感じ方を深めることができる。            

（思考力，判断力，表現力等） 

（２）展開 

主な学習場面と子どもの取組 めざす姿と取組を支える手立て 

〔授業開始前〕 

chrome bookにログインし，Google Classroom

に入る。 

 

 

１．本時の学習の流れを確認する。（１分）  

 

２．自分が持ってきたユニバーサルデザインの

視点でつくられた製品や公共物など（実物

もしくは写真）を鑑賞し，特長や工夫につい

て考え，ペアで伝え合った後，全体で発表す

る（10分）。 

  ・ワークシートに特長や工夫について個人

で記述する。 

  ・記述した内容について全体で発表する。 

＜予想される生徒の反応＞ 

・安全に配慮されている 

・握りやすい形になっている 

・危険がないように考えられてデザインされ

ている 

 

・身近なものや公共物が，使う人の立場を考え

てどのように工夫されているのか，どんな特

長や工夫があるのかを考えることによって，

すべての人が使いやすいというユニバーサル

デザインの視点を意識できるようにする。ま

た，全体で発表することで，身近にある様々な

製品や公共物が，すべての人のことを考えて

つくられたものであることに気づくことがで

きるようにする。 

 

３.教員が紹介したペットボトルのユニバーサ

ルデザインと，自分が持ってきたもの（実物

もしくは写真）の共通点を見つけ，発表す

る。（５分） 

＜予想される生徒の反応＞ 

・握りやすい形という点で同じ 

・誰にでも使いやすいというところが似て

いる 

・軽い力というところが共通している 

 

・教師が，ペットボトルという身近なユニバー

サルデザインを紹介し，生徒が持ってきたも

の（実物もしくは写真）との共通点を見つけさ

せることで，異なる製品でも，ユニバーサルデ

ザインという視点では同じであるということ

に気づかせる。 

・この後の比較鑑賞でユニバーサルデザインの

視点が常に意識できるように，「ユニバーサル

デザインの７原則」を示し，どのようなことを

条件にユニバーサルデザインの製品が開発さ

れているのかを理解させる。 

 

３．本時の学習目標を確認する（１分）  

 

 

 

 

製品のよさや工夫から，ユニバーサルデザインの働きや意義を考えよう 



４．ユニバーサルデザインの製品と従来品を比

較鑑賞し，使用する場所や場面，どのよう

なことを目指して開発されたのか，よさや

工夫を，Googleスプレッドシートもしく

はホワイトボードを使用して班で考え，全

体で発表する（18分）。 

 

〔鑑賞する製品〕 

 １・２班：はさみ（種類別） 

３・４班：ホッチキス 

５班：箸・スプーン 

６班：箸・フォーク 

７・８班：カッター 

 

＜予想される生徒の反応＞ 

①どのような場所や場面で使用するものか 

・ものを切る時に使用する 

・食べ物を食べる時に使用する 

・紙を束ねたい時に使用する 

②どのようなことを目指して開発されたものか 

・誰にでも安心・安全に使用できるようにつ

くられたもの 

・弱い力でも使用できるように設計されてい

る 

・小さい子どもや高齢者など，誰にでも持ち

やすいようにデザインされている 

③①と②を踏まえた製品のよさや工夫は何か 

・形もシンプルで軽量であり，力が弱い人で

も使いやすい 

・けがをする危険性が少ないので，子どもか

ら高齢者まで幅広く使用することができる 

・優しさを感じるような色合いになっている 

 

 

 

 

 

 

 

 

・製品のよさや工夫をより多く見つけられるよ

うに，ユニバーサルデザインの製品に加えて

従来品も用意しておき，実際に使用すること

ができるようにする。 

・多角的な鑑賞ができるように，「どのような場

所や場面で使用するものか」「どのようなこと

を目指して開発されたものか」「製品のよさや

工夫は何か」という視点を与える。 

・ユニバーサルデザインの製品と従来品を実際

に使用させ，どのような決定的な違いがある

のかを考えるように促す。 

・鑑賞活動が深まらない班に対して，他の班の

Googleスプレッドシートやホワイトボードを

見て，どのような見方や考え方をしているの

かを確認し，参考するように促す。 

・ユニバーサルデザインの製品は，すべての人

が使いやすいように形や色彩，質感などに

様々な工夫がされていることに気付くことが

できるよう，比較鑑賞でわかったことを全体

で発表する時間を設ける。 

・形や機能，色や素材などさまざまな見方や考

え方が出るように，「形としてどこが工夫され

ているのか」「どんな素材が使われていて，従

来品と比べてどうか」などと問いかける。 

５．ユニバーサルデザインの製品と従来品との

比較鑑賞からわかったことを通して，ユニバ

ーサルデザインの働きや意義について考え，

全体で発表する（10分）。 

・ワークシートに自分の考えを記述する。 

・ユニバーサルデザインの働きや意義について

考えたことを全体で発表する。 

＜予想される生徒の反応＞ 

 ・年齢や性別などを問わず，誰にでも使いや

すくデザインされたものである 

 ・すべての人の生活を快適にするものである 

 ・安全性に十分に配慮され，誰もが安心して

使えるように設計されたものである。 

 ・障がいのあるなしに関わらず，すべての人

が不自由を感じることなく生活できるよう

にするため 

 ・みんなが等しく豊かな生活を送れるように

するため。 

 

 

 

 

・「なぜそのような製品が開発されたのか」「何

のために考えられたのか」などと問いかけ，ユ

ニバーサルデザインの働きや意義について

様々な意見が出るようにする。 

・自分の班や他の班の Googleスプレッドシート

もしくはホワイトボードを見て，ユニバーサ

ルデザインの製品にどのようなよさや工夫が

あったのかを確認させ，考えが深まるように

する。 

・「ユニバーサルデザインの製品と従来品の違

いは何か」と問いかけ，使いやすさや安全面と

いう観点などから考えられるようにする。 

 

 

 

 

 

【評価の観点（思考・判断・表現）】 

使いやすさや機能との調和のとれた洗練さ

れた美しさなどを感じ取り，製品のよさや創

造的な工夫，ユニバーサルデザインの働きや

意義などについて考えるなどして，見方や感

じ方を深めている。（評価方法 活動の様子・

ワークシート・振り返り） 



６．本時の学習を振り返り，全体で発表する

（５分）。 

＜予想される生徒の反応＞ 

・ユニバーサルデザインはすべての人が使い

やすいように形やデザインが工夫されてい

るものであり，普段何気なく見ているもの

や使っているものの中にも，ユニバーサル

デザインのものが多くあるということがわ

かった。 

 ・身の回りのものをユニバーサルデザインの

視点で考えたことがなかったので，新たな

気付きがたくさんあった。ユニバーサルデ

ザインの製品や公共物を考える時には，使

う人に対する思いやりや優しさが必要であ

るように感じた。 

・ユニバーサルデザインの製品と従来品の比較

鑑賞を通して発見した新たな気付きや疑問，

ユニバーサルデザインの働きや意義について 

感じたことや考えたことなどを書くように指

示する。 

・今後の見通しとして，ユニバーサルデザイン

の製品を開発することを伝え，日常生活の中

で改善されるとよいもの，あると便利なもの

は何かを考えるようにしておくことを伝え

る。 

 

 

 

 

 

（３）評価 

評 価 の

観点 

十分満足できると判断される状況 概ね満足できると判断される状況 支援を要する状況への手立て 

思考・ 

判断・ 

表現 

概ね満足できると判断される

状況に加えて，「同じ刃物でも，

安全性という点でカバーをつ

けるのか，ボタンを押すことに

よって刃が出てくるなどの違

いがある」「すべての人に使い

やすいようにという視点は，使

う人に対する思いやりや優し

さにつながっている」など，他

者との対話を通して自分の意

見をさらに広げるなど，見方や

感じ方を深めている。 

ユニバーサルデザインの製品

のよさや創造的な工夫，ユニバ

ーサルデザインの働きや意義

などについて「誰でも安全に安

心して使えるようにデザイン

されている」「形がシンプルで

軽量であり，力の弱い人でも持

ちやすく楽に使用することが

できる」「シリコン素材で柔ら

かくて使いやすいし，優しさを

感じる色合いである」など形や

機能，色や素材などさまざまな

視点で考え，見方や感じ方を深

めている。 

（十分満足できる状況にするための手立て） 

他者の意見と自分の意見と比

較したり，そこからさらにどう

感じるのか考えたりさせて，見

方や感じ方を深めさせる。 

他者の意見も参考にしながら， 

ユニバーサルデザインの製品

と従来品との決定的な違いを

発見させ，そこからわかるユニ

バーサルデザインの製品のよ

さや工夫，働きや意義について

具体的に考えさせる。 

また，形や機能，色や素材など

さまざまな視点で鑑賞するこ

とができるよう，握った感覚や

色の組み合わせなどについて

考えるように促す。 

 


